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photo  平沼小の７人の新入生たち
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入学式
 
平成 22 年度六ヶ所村度職員配置表

○ Pick Up Topics
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村
内
の
学
校
で
４
月
７
日
、
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
平
沼

小
学
校
（
鈴
木
浩
校
長
、
児
童
数

56
人
）。
赤
や
水
色
な
ど
色
と
り

ど
り
の
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
新
１
年
生
た
ち
が
、
保

護
者
た
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
初
登
校

し
ま
し
た
。

　

教
室
に
入
り
席
に
つ
い
た
新
入

生
た
ち
。
担
任
の
寺
沢
望
先
生
か

ら
入
学
式
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
新
し
い
学
校
生
活
へ
の
期
待

に
自
然
と
笑
顔
が
浮
か
び
ま
す
。

中
村
桜さ

く
らさ
ん
は
「
漢
字
を
い
っ
ぱ

い
書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」、

鳥
谷
部
晴は

れ

さ
ん
は
「
算
数
を
頑
張

り
た
い
。
体
育
で
は
跳
び
箱
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」、
中
岫

祥さ
ち

さ
ん
は
「
英
語
を
が
ん
ば
り
た

い
。
友
だ
ち
と
仲
良
く
し
た
い
」

と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、鈴
木
校
長
が「
平

沼
小
の
自
慢
は
や
さ
し
い
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
が
い
る
こ
と
。
一

緒
に
遊
び
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
６
年
生
の
橋
本
瑞

希
さ
ん
が
「
わ
た
し
た
ち
と
楽
し

く
勉
強
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
ま

し
ょ
う
」
と
新
入
生
を
歓
迎
し
ま

し
た
。

　　

第
二
中
学
校（
遠
藤
信
一
校
長
、

生
徒
数
53
人
）
で
は
、
19
人
の
新

入
生
が
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

遠
藤
校
長
は
「
大
き
な
夢
を
持

つ
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
が
悔
い

の
な
い
３
年
間
を
過
ご
す
た
め
に

必
要
。
一
日
の
活
動
を
し
っ
か
り

決
め
て
過
ご
し
有
意
義
な
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
会
長
の
橋
本
航こ

う
だ
い大

さ
ん
が
「
学
校
は
自
分
の
夢
を
見

つ
け
る
場
所
。
い
ろ
ん
な
可
能
性

を
見
つ
け
る
こ
と
で
自
分
の
夢
へ

一
歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
全

校
一
丸
と
な
り
こ
れ
か
ら
の
二
中

を
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
学
校
に
か

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
新
入
生

に
あ
い
さ
つ
。
佐
藤
陽ひ

か

り

花
里
さ
ん

が
新
入
生
を
代
表
し
て
「
体
育
祭

や
文
化
祭
な
ど
を
た
く
さ
ん
の
友

達
や
先
輩
と
協
力
し
合
っ
て
頑
張

り
た
い
」
と
中
学
校
生
活
の
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。　

期待に笑顔輝かせて

村　長　古川　健治 　　　　　副村長　戸田　　衛　　　　教育長　松尾　拓爾

平成 22 年度の各所属別の職員配置と新採用職員のメッセージを紹介します。

1_ 校歌を歌う二中の新入生たち　2_ 新入生代表の言葉
を述べる佐藤陽花里さん　3_ 在校生にやさしく手をひか
れ、少し緊張しながら入場する新入生たち　4_ 真新しい
黄色の帽子をかぶり、記念撮影

１

23

4

平成 22 年度
六ヶ所村職員配置表

平成 22 年度　六ヶ所村職員配置表

村内各学校で入学式

（４月１日現在）
部

門

名

理　事 所　属 総括課長級 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

総

務

部

門

橋本　晋

総務課 髙橋淳悦 川畑和光 福岡　剛

中岫賢悟
村畑貞子
橋本晃光
市川秀和

髙山侑樹 高梨奈々子
秋戸佐知子
佐藤利恵子
沼尾忠行

（任）久保直子
（任）和田まり

財政課 相内　豊 木村英裕 髙田とめ 佐藤純一 塩谷沙絵子
小泉　和 （任）髙田あゆみ

税務課 中嶋　勉 宮守加津雄 沼尾槇子
吉田　貢 高村博行 木村幸男

橋本隆博 田中　敦 （任）小松夏希

国際交流課 田中幸雄 野坂純子 （任）最上亜希子

泊支所 平浜公男 林下智子 （任）田中瑠美子

平沼支所 佐々木文弥 （再）佐々木三千代
（任）吉田ひとみ

平沼地区学
習等供用セ

ンター

（兼務）
佐々木文弥

企

画

・

防

災

部

門

寺下和光

企画調整課 鈴木洋光 野坂聖博
戸田幸光

川畑　一
赤石良悦
葛西尚人

佐々木真也 工藤邦洋 髙山仁美 尾ヶ瀬順 （任）橋本孝子

原子力対
策課 木村豊治 田中　諭 林下寿志 番地一也 能登絵里香

髙木裕喜

情報政策課 小泉幹雄 髙橋秀樹 円子郁海 曽野部正博

国 際 教 育
研 修 セ ン
ター

秋戸文子 （任）馬場奈穂美

産

業

・

建

設

部

門

佐藤里志

農林水産課 田村俊之 佐藤照光 豊作和夫
赤石雄樹 佐々木直人 葛西美紀 樋口秀吉

( 新採用 )

建設課 佐々木昭光 黒田　徹 木村雅勝 杉山俊幸 橋本雅之
織笠拓也

上野舞子
中村隆志
( 新採用 )

浜飯益人 （任）諏訪内るみ子

商工観光課 沼辺正剛 中村由紀子
吉岡主悦

●総務部門、企画・防災部門、産業・建設部門



4Rokkasho●2010-55 Rokkasho●2010-5

部

門

名

理　事 所　属 総括課長級 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

福

祉

部

門

服部栄一

福祉課

中村嘉悦
木村和子
千島久美子
橋本千秋

尾ヶ瀬一成
田中義孝

佐々木純音 中村千恵美
新山一也 （任）林るり子医療職（3）

3 級

( 兼務 )
大澗静江

地域包括支
援センター
室

医療職（3）
5 級

三上江理子
髙橋かおる （任）山本尚子室長（主幹保

健師級）
小川良子

健康課

福士有一 相内綾子 佐藤　広 吉岡トモ子 橋本奈央 野田奈津子
( 新採用 )

（任）辻浦由香
（任）小林幸枝健康づくり

対策室

室長
（兼務）

米田喜與志

医療職（３）
4 級

医療職（３）
3 級

（総括主任保
健師）
米川美奈子
佐々木恵理子

（主任保健
師）
大澗静江
久保淳子

住民課 佐々木栄子 鳥谷部幸子
佐藤ゆかり 橋本智恵美 （再）米田敏子

泊保育所 ( 所長 )
中村豊彦

（主任保育士
事務取扱）
佐藤　郁子

滝口玲子
大関貞子

宮古照子
及川悠子
水戸真紀子

久保綾子
（再）林下眞由子
（再）玉川美知子
（任）平濱智香子

泊第二保育所 ( 所長 )
鈴木由美子

（主任保育士
事務取扱）
祐川里美
中村祐子
山谷美智子

中村智子
赤石直子

上野淳子
吉田きよゑ

（任）目代久子
（任）高梨悠香

尾駮保育所 （所長）
橋本美子

（主任保育士
事務取扱）
三戸富貴
佐藤諒子
小泉真知子
中村由紀子
高田奈穂
松尾郁子
田村鈴子

米内文子

（再）舘　京子
（任）阿部さおり
（任）鳥谷部和恵
（任）小林和子
（任）村山歩美
（任）附田　香

平沼保育所

（所長）
米内山ヨシ子

（主任保育士
事務取扱）
村井良子

橋本久子
和田伊沙子
下田恵美子
上長根敬子

橋本百合子
（任）田中加鶴子
（任）白山静湖
（任）木村幸子

千歳平保育所

( 所長 )
安藤志津子

（主任保育士
事務取扱）
橋本洋子

坂本ひろみ
村松由美子
木村あさ子
高村みな子

石久保裕子 久保ちさ子
橋本真津子

（再）佐藤洋子
（任）高橋順子
（任）織笠千鶴子
（任）橋本彩乃

一般廃棄物
最終処分場

（兼務）
中村嘉悦

保健相談
センター

（兼務）
福士有一

部

門

名

理　事 所　属 総括課長級 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

福

祉

部

門

服部栄一

尾駮診療所

酒井耕二 中村千恵 高田千恵美 髙田晃一

医　　療　　職

所　長 医　長 薬剤長
技師長

総括
薬剤師・技師

主任
薬剤師・技師

薬剤師　　
歯科衛生士 看護師長 総括主任

看護師級
主任

看護師級 看護師級 任期付職員
再任用職員

松岡史彦
（委託職員）

中美俊大

大谷啓介
（県派遣職

員）

小林　只
（委託職員）

髙橋　毅
（臨床検査）

長井隆之
( 診療放射線 )

豊作良子
（歯科）

亀田静香
（歯科）

沼尾聡美
（薬剤師）

（正看）
吉田京子

（正看）
中村富士子

（准看）
清水田裕子

立花恵子

（正看）
米田末子
田端文子
川畑奈穂美
木村　幸
野上春香

（兼務）
橋本牧子

（准看）
上野よの子
長根直子
橋本友子
高橋小百合

（任）沼尾加奈子
（任）寺下聡子
（任）能登佳子
（任）大坂祐貴美
（任）小笠原京美
（任）小泉とも子

千歳平診療所

米田喜與志

（正看）
橋本牧子

（兼務）
木村　幸

（再）土田秀子
（任）高村佳奈子
（任）園元春香

総括課長級 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

村井　論

泊診療所
（兼務）

福士有一
出

納

室

（会計管理者）

小泉靖博
橋本　操 橋本　薫 豊川沙織

公

営

企

業

部

門

橋本京三

上下水道課 大関博英 米田寿宏
高村健一
沼尾光幸

高村博文
橋本洋光

寺沢秀哉
赤石里美
戸田史也

千歳平汚水
処理場

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（兼務）
（再）秋戸　薫
（任）小泉厚子

北部浄化セ
ンター

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（兼務）
（再）秋戸　薫

中部浄化セ
ンター

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（再）秋戸　薫
（任）橋本久祐

南部浄化セ
ンター

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（兼務）
（再）秋戸　薫

戸 鎖 地 区 農
業 集 落 排 水
処理場

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（兼務）
（再）秋戸　薫

議会事務局 三戸　明 種市　誠

監査委員
（併任）

三戸　明
（併任）

種市　誠

選挙管理委員会事務局
（併任）

佐々木栄子

（併任）
鳥谷部幸子

（併任）
佐藤ゆかり

( 併任 )
橋本智恵美

（併任 )
（再）米田敏子

農業委員会事務局 相内重男 斎藤　隆
吉岡忠也

（新採用）

平成 22 年度　六ヶ所村職員配置表

●福祉部門●福祉部門、出納室、公営企業部門、各行政委員会
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部

門

名

理　事 所　属 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

教

育

委

員

会

（教育次長）

佐藤　健

学務課

小林信哉 類家敏博 田中寿一
髙田成子

駒形恭子 斎藤　誠

医療職（１）

学校医
( 併任 )
米田喜與志

社会教育課 橋本和夫 沼尾勝則
（兼務）

橋本大策
橋本勝夫

藤谷　亨 （任）髙田真澄
（任）及川一馬

教育政策室
教育職 4 級 教育職 3 級

（次長）
古泊　崇

（室長）
内山幸治

（次長）
奈良岡臣哉

給食センター 福岡英雄

中央公民館 （兼務）
橋本和夫

（兼務）
沼尾勝則

橋本大策
（兼務）

橋本勝夫

（兼務）
藤谷　亨

泊地区ふれあ
いセンター 藤林裕子 橋本愛子

村畑祐子

千歳平地区公
民館 相内定栄

郷土館 平浜雅信 秋田雅子 高橋総司

村民図書館 （館長）
中道洋子

（任）中岫由里子
（任）貝塚真登花
（任）佐藤郁子

ふれあい笹原
館

（兼務）
相内定栄 （任）桜井三味子

二又夢はぐ館（兼務）
相内定栄 （任）川畑光廣

泊小学校 （再）坂井悦子
（任）平浜希美

尾駮小学校 （任）円子智子

平沼小学校 （任）橋本ツタ子

倉内小学校 （任）木村秀子

千歳平小学校 （任）佐藤洋子

泊中学校 日野　誠

第一中学校
教育職 2 級

（再）橋本廣一
（教諭）佐藤清華（新採用）

第二中学校 （任）小泉直子

千歳中学校
教育職 2 級

（任）小泉高子
（教諭）鳥谷部千尋

室ノ久保地区
学習等供用セ
ンター西地区
講堂棟

（兼務）
相内定栄

中 志 地 区 学
習 等 供 用 セ
ンター

（兼務）
相内定栄

六ヶ所村農業総合公社 佐々木久雄

青森県 柴崎淳也

大韓民国江原道襄陽郡	 髙田勇貴

後期高齢者医療広域連合 柴崎雅子

生徒と仲良くを “ モットー ” に、一生懸
命頑張ります。地域に積極的にとけこ
み自分の視野を広めていきますのでど
うぞよろしくお願いします。

第一中学 校
教 諭

佐 藤清
さ や か

華

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

所　　属
総 括 消 防 司
令長 消防司令長 総 括 消 防 司

令 消防司令 総 括 消 防 司
令補 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士

総括課長級 課長級 総括課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 主事級

六ヶ所消防署
（署長）

佐々木進

（副署長）
橋本龍司

（副署長）
佐藤憲彦

吹越　司
佐々木節男
阿部哲三

石久保国光
高橋俊一
鷹架幸美
赤石秀幸

加藤秀樹
木村政樹
水戸哲也
古泊道行
福岡幸男
戸田真也
磯田利弘
藤ヶ森直仁
上野修二

川村　仁
水戸芳広
高村和幸

（事務職）
大羽澤由紀子

佐藤　貢
鷹架明生
村畑一峰
林　寿光
小泉光生
桜井直樹
高田　刃
中村　哲
山崎輝樹
目代英輝
中村秀幸
佐藤輝樹

福岡政則
沼端　聡

下舌勇輝
（新採用）

北分署

（分署長）
下田　登

田野　嵩

丹波三夫
上野敏行

三角久仁夫
上野昭二
中村英樹
堀野寛明
上野多輝男

中岫健一
古川　嵩
藤村　剛

中村　徹
古川一洋
赤石隆太

南分署

（分署長）
小泉政和

上野忠志

中村和夫
橋本昭彦

佐藤隆敏
木村克巳
佐藤　渉
中村貴幸
櫻井秀企

三浦和弘
米内孝行

古川一夫
安藤新也
駒形弘輝
小泉　優

村民の皆さんのために精一杯頑張りた
いと思いますので、よろしくお願いい
たします。

産 業・建 設部門
　建 設 課　主事

中村隆
た か し

志

住民の皆さんがより安心して暮らせる
ように、日々頑張りたいと思います。
よろしくお願いします。

福祉部門
　健 康 課　主事

野田奈
な つ こ

津子

産 業・建 設部門
　農 林 水産課　主事

樋口秀
ひ で よ し

吉
わたしは六ヶ所村出身で、村の役に立
ちたいと思っていました。村民の皆さ
んや村の発展のため、質実剛健を心に
一所懸命頑張ります。

新採用職員紹介

平成 22 年度　六ヶ所村職員配置表

夢だった職に就くことができとてもう
れしいです。しかし、これは自分一人
の力ではないので感謝の気持ちを忘れ
ず、職務を全うできるよう頑張ります。

六ヶ所 消防署
消防士

下舌勇
ゆ う き

輝
早めに仕事を覚えて実行できるように
心がけ、わからない点があったら聞い
てできるようにします。村に貢献でき
るように頑張りたいと思います。

農 業 委員会事務局
主事

吉岡忠
ち ゅ う や

也

●教育委員会、派遣職員●北部上北広域事務組合（消防）
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1

試 験区分・職種・
採用予定 人 員
と職務内容

　地方公務員法第 16 条各号のいずれにも該当せず、かつ、以下の要件を満た
す人
1上級試験
○行　政

［学歴］学校教育法による大学（短期大学を除く。以下（大学）という。）を卒業
または平成 23 年 3 月 31 日までに大学を卒業する見込みの人で、活字印刷文に
よる出題に対応できる人

［年齢］昭和 60 年 4 月 2 日から平成元年 4 月 1 日までに生まれた人

2初級試験　
○一　般

［学歴］学校教育法による高等学校を卒業または平成 23 年 3 月 31 日までに高
等学校を卒業する見込みの人で、活字印刷文による出題に対応できる人（大学卒
業および卒業見込みの人を除く。）

［年齢］平成 2 年 4 月 2 日から平成 5 年 4 月１日までに生まれた人

○消　防
［学歴］学校教育法による高等学校を卒業または平成 23 年 3 月 31日までに高

等学校を卒業する見込みの人で、活字印刷文による出題に対応できる人（大学卒
業および卒業見込みの人を除く。）

［年齢等］昭和 60 年４月２日から平成 5 年 4 月 1 日までに生まれた人で消防職
員として職務遂行に必要な体力および健康を有する人

［その他の要件］　
・普通自動車運転免許取得者（採用時までに取得見込みの人を含む。）
・身長　おおむね 160cm 以上
・体重　おおむね 50kg 以上
・視力など　大型自動車運転免許取得の基準に適合すること
・聴力　左右とも正常であること
・採用後、村内に居住が可能な人

応
募
の
問
い
合
わ
せ　
総
務
部
門　

総
務
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

試験区分 職種 採用予定人員 職務の内容

上級試験 行政 ３人程度 一般行政事務

初級試験
一般 ２人程度 一般行政事務

消防 １人程度 一部事務組合派遣の消防業務

２

受験資格

３

試 験の時期、
場所と
合格発表

六ヶ所村職員採用試験案内
４

試 験の方法
と内容

５

受験申し込み

６

合格から
採用まで

採用者は、最終合格者の中から成績順に決定されます。
採用の時期は、23 年 4 月 1 日（予定）です。

（１）上級試験（行政）
試　験 方　法 内　容

一次試験

教養試験
社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、数
的推理および資料解釈に関する一般知能について、五肢択一式による筆
記試験を行います。（40題、2時間）

専門試験
政治学、行政学、憲法、行政法、民法、刑法、労働法、経済学、財政学、社会政
策および国際関係について、五肢択一式筆記試験を行います。

（40題、2時間）

職場適応性検査 職場における適応性を職務に関連する性格の面からみます。
（120題、30分）

クレぺリン検査 気持ちや動作の働きぶりの傾向を検査します。（50分）

二次試験
作文試験 文章による表現力、課題に対する理解力その他の能力についての記述試

験を行います。

面接試験 主に人物について、面接試験を行います。

（２）初級試験（一般・消防）
試　験 方　法 内　容

一次試験

教養試験
　社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、
数的推理および資料解釈に関する一般知能について、五肢択一式による
筆記試験を行います。（40題、2時間）

適性試験
「一般」は正確さ、迅速さなどの事務職員としての適応性を検査する「事務

適性検査（100題、10分）」を、「消防」は消防職員としての適応性を性格的
な面からみる「消防適性検査（120題、25分）」を実施します。

クレぺリン検査 気持ちや動作の働きぶりの傾向を検査します。（50分）

二次試験
作文試験 文章による表現力、課題に対する理解力その他の能力についての記述試

験を行います。

面接試験 主に人物について、面接試験を行います。

（１）提出書類
①受験申込書（用紙は役場総務課で直接受け取るか、
村ホームページ〈http://www.rokkasho.jp/〉からダウンロー
ドできます。郵送での請求は、120 円切手を同封の上、
送付先の住所、氏名を記入してください。）
②自筆の履歴書（自己の特技、趣味、応募の動機など
について記載）
③写真 2 枚（上半身脱帽、たて 4㎝×よこ 3cm）
④卒業証明書または卒業見込み証明書
⑤成績証明書
⑥資格証または免許証の写し
⑦健康診断書（受験申込日以前３カ月以内のもの）

［検査項目 ] ＊労働安全衛生法による雇入れ時の健康診断項目

　○既往歴、業務歴の調査
　○自覚症状、他覚症状の有無の検査
　○身長、体重、視力と聴力の検査
　○胸部エックス線検査
　○血圧の測定、尿中の糖・蛋白の有無の検査　 など

（２）受付期間など
①受付期間
○上級試験
　5 月 7 日金から 6 月 8 日火まで
　（ただし、土曜日、日。曜日および休日を除く。）
○初級試験
　6 月 22 日火から 7 月 21 日水まで
　（ただし、土曜日、日曜日および休日を除く。）
※郵送は、受付期限までの消印のあるものに限りま
す。
②受付時間　
　午前 8 時 30 分から午後 5 時まで

（３）受験申込書の提出場所
〒 039-3212
青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附 475 番地
　　　六ヶ所村役場　総務部門　総務課

＊一次試験日以外は予定

試験区分 試　験 試験日
場　所 合格発表

試験地 会　場 発表日 発表方法

上級行政
一次試験 7月25日日 青森市 未定 8 月下旬

合格者に
書面で通
知 し ま
す。

二次試験 11月上旬 六ヶ所村 中央公民館 11 月下旬

初級一般
消防

一次試験 9月19日日 青森市 未定 10 月中旬

二次試験 11月上旬 六ヶ所村 中央公民館 11 月下旬

2010
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六ヶ所トピックス

たまさんの長寿大きな励み
福岡たまさんの満 100 歳祝う

　福岡たまさんが 4 月 1 日、めでたく満 100 歳を迎えました。
この日、たまさんの身内や近所の人たち約 30 人が集まり祝う
会を開催、その席上で古川健治村長からたまさんに顕彰状と百
歳祝金が贈られました。
　古川村長は「たまさんの長寿は大きな励み。たまさんたちの
努力で築かれた郷土でわたしたちは恩恵を享受している。改め
て感謝します」とお祝いのことばを述べました。また、たまさ
んの孫の秀樹さんが「無事に 100 歳を迎えられたのは、親類
や近所の皆さんの支えがあったから。とてもありがたいと思っ
ている」とあいさつしました。たまさんは、天気のいい日は手
押し車で散歩をしたり、民謡を聞いたりするのが日課。この日
も集まった人たちとにこやかに会談していました。古川村長と大好きなコーヒーで乾杯するたまさん

東大生と村児童が卓球交流
東京大学卓球部との卓球交歓交流会

　東京大学卓球部（長谷川次彦監督）と村内小中学生の卓球交
歓交流会が 3 月 20 日、泊小学校講堂で開かれ、泊中卓球部・
六ヶ所卓球クラブ・泊スポーツ少年団・尾駮スポーツ少年団の
約 40 人と同部員 11 人が試合などを通じて交流を深めました。
　同交流会は今年で 10 回目。基礎練習などのほか、お菓子に
サーブを当てるなどユニークな練習法が恒例となっており、子
どもたちは歓声を上げながら挑戦していました。
　終了後、参加者代表の上野顕くん、赤石明さん、能登朋香さ
ん、小笠原圭祐くんから「毎年楽しみにしている。来年もぜひ
指導をお願いします」と長谷川監督や同部員たちにお礼が述べ
られ、部員たちは「勉強も卓球も頑張って」と参加者たちを励
ましました。また、同会を企画した原燃輸送株式会社の山木淳
司社長から参加者に記念品が贈られました。

地域の安全活動の拠点に
泊安在所開設式

　泊安在所の開設式が 4 月 5 日、同所で行われました。
　式では、古川健治村長が「警察や町内会、交通・防犯協会の
皆さんが連携を深めながら、地域の交通事故や犯罪の未然防止
のための活動などの拠点として活用してほしい。これからも地
域の安全活動が推進されるよう支援します」と式辞。大丸順

あ や た け

健
野辺地警察署長が「駐在所閉所後は不便をかけているが、より
一層防犯パトロールなどに力を入れたい。今後は週１回移動交
番を行い、泊地区の皆さんと共に同所を地域安全センターとし
て活用したい」と祝辞を述べました。同所は昨年、県警本部の『交
番・駐在所の再編プラン』により閉鎖された泊駐在所を改築した
もの。泊地区の交通・防犯の安全活動の拠点、パトロール警察官
の立ち寄り場所などとして活用される予定です。関係者が出席し、開設式が行われました

「すくすく育ち戻ってきてね」
平沼・尾駮・泊小児童がサケ稚魚放流

（左上）放流した稚魚を見守る尾駮小児童たち　（左下）市柳川へ放流する
平沼小児童　（下）場所を選びながら放流する泊小児童たち

Rokkasho Topics

　平沼・尾駮・泊小学校の児童たちが 4 月 15 日、村内の川へ
サケの稚魚を放流しました。
　平沼小学校（鈴木浩校長、児童数 56 人）の 4 ～ 6 年生は市
柳川へ 20 万尾、尾駮小学校（中村公允校長、児童数 203 人）
の 4 年生 32 人は老部川へ 40 万尾、泊小学校（太田平一郎校長、
児童数 215 人）は馬門川へ 40 万尾の稚魚をそれぞれ放流しま
した。
　この日放流したのは、体長が約 5 センチメートル、体重が
約 1 グラムほどの稚魚。4 年ほどで川に戻ってくると説明を受
けた児童たちは、「早く大きくなって戻ってきてね」などと声
をかけながら、優しく丁寧に放流していました。
　老部川で稚魚を放流した鈴木めぐみ（尾駮小）さんは「放流
した稚魚が元気に泳ぐ姿を見てとてもうれしい」、橋本舞さん

（同）は「サケの赤ちゃんがかわいい。すくすく育っていっぱ
い戻ってきてほしい」と笑顔で話していました。

ふれあいの場 末長く活用を
泊地区ふれあいセンターが開館

　泊地区ふれあいセンターが 4 月 8 日、開館しました。この
日行われたオープニングセレモニーでは、古川健治村長が「ふ
れあいの場として末長く活用してほしい」とあいさつ。関係者
がテープカットを行いました。
　同センターは公民館と浴場の機能を備えた複合施設。大ホー
ル、和室、児童室や図書室のほか、浴場にはサウナや休憩所を
設置。浴場のお湯は人工温泉システムを採用しています。
　この日は、開館を記念して無料で入浴できるとあって、多数
の住民が来館。来館者の瀬川亜有子さんは「これからどんどん
活用したい」とにっこり。野田泰夫泊町内会長は「お風呂以外
でもみんなで憩う、軽スポーツなどいろんな活用の仕方がある。
年齢問わずどんどん活用できる施設」と話していました。テープカットを行う古川村長（左から３人目）と関係者 東大卓球部員（左）と試合をする参加者
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将来の「夢」かなえる進路選択へ
各中学校卒業生進路先をお知らせします

　

村
内
各
中
学
校
の
平
成
21

年
度
卒
業
生
の
進
路
先
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
ど
の
学
校

の
生
徒
も
多
様
な
進
路
を
選

択
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
各

中
学
校
の
進
路
指
導
が
適
切

に
実
施
さ
れ
、「
入
れ
る
学

校
」
か
ら
「
入
り
た
い
学
校
」

と
い
う
意
識
の
転
換
が
確
実

に
行
わ
れ
て
い
る
あ
ら
わ
れ

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

各
中
学
校
で
は
、
高
校
の

種
類
や
学
科
な
ど
を
調
べ
る

調
査
学
習
や
職
場
体
験
、
進

路
講
話
な
ど
の
体
験
学
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
▽
自
分
の
長
所
や
得

意
な
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と

か
？
▽
将
来
ど
ん
な
職
業
に

就
き
た
い
か
？
▽
そ
の
職
業

に
就
く
に
は
、
ど
の
高
校
を

選
択
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
▽

そ
の
た
め
に
、
ど
ん
な
学
習

態
度
・
習
慣
が
必
要
な
の

か
？
―
と
系
統
的
な
進
路
指

導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
小
学
校
で
も
、
校
内
の

係
活
動
や
委
員
会
活
動
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
で
他
者
と
の

か
か
わ
り
や
仕
事
へ
の
責
任

を
学
ば
せ
た
り
、
総
合
的
な

学
習
で
農
業
体
験
や
地
域
の

人
た
ち
の
講
話
会
を
実
施
す

る
こ
と
で
仕
事
へ
の
興
味･

関
心
を
持
た
せ
た
り
と
い
っ

た
活
動
が
実
践
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
文
科
省
で
は
小
・

中
学
校
で
の*

キ
ャ
リ
ア
教

育
の
必
要
性
を
重
視
し
て
お

り
、
全
国
的
な
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
本
村
の
各
学
校
で
は

そ
の
内
容
を
す
で
に
進
め
て

お
り
、
夢
を
は
ぐ
く
む
た
め

の
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会
は
本
年
度

も
、「
将
来
の
夢
は
ぐ
く
み

講
話
会
」
や
「
夢
を
は
ぐ
く

む
科
学
教
室
」
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
将
来
の
具
体
的
な

夢
を
持
て
る
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
、
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

家
庭
に
お
い
て
も
、
子
ど

も
の
長
所
や
得
意
な
こ
と
を

早
く
か
ら
気
付
か
せ
、
子
ど

も
と
一
緒
に
将
来
の
「
夢
」

に
つ
い
て
語
っ
た
り
体
験
さ

せ
た
り
す
る
な
ど
、
普
段
か

ら
「
夢
」
を
は
ぐ
く
み
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
応
援
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
キ
ャ
リ
ア
教
育

自
分
の
個
性
や
長
所
を
知
り
、
望
ま

し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
て
、
将

来
の
社
会
的･
職
業
的
自
立
の
基
盤

と
な
る
資
質･

能
力･
態
度
を
育
て

る
教
育
。

　小学校社会科副読本「わたしたちの六ヶ所村」が 3 月に発行され
ました。この副読本は、昨年度まで使われていた平成 6 年発行の副
読本を改定したもの。編集委員の先生たちが約２年かけて村内各地
を取材し、１冊にまとめました。
　本は、本編５章と資料３編全130ページで構成。村の仕事、くらし、
ごみ処理、友好都市、歴史などがわかりやすく掲載されています。
村内小学校３・４年生の社会科の副読本として活用されるほか、村
民図書館などでも閲覧することができます。

小学校社会科副読本 3・4 年生用

わたしたちの六ヶ所村
発行されました

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

教
育

教育 Education

進路先
中学校別

合計
泊 第一 第二 千歳

六ヶ所高校 25 8 4 15 52

三沢高校 　 3 3 　 6

田名部高校 5 　 　 　 5

三本木高校 　 1 　 3 4

野辺地高校 　 3 1 　 4

八戸高校 　 1 　 1 2

青森東高校 　 1 　 　 1

青森南高校 　 1 　 　 1

大湊高校 　 1 　 　 1

八戸西高校 1 　 　 　 1

むつ工業高校 4 1 　 　 5

弘前工業高校 　 1 　 　 1

三本木農業高校 　 1 　 1 2

国立八戸高専 1 　 　 　 1

私立高校他 10 2 4 1 17

21 年度卒業生数 46 24 12 21 103
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平
沼
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地
区

住
民
の
姿
を
撮
り
続
け
る
平
沼
の
広

報
マ
ン
、
葛
西
さ
ん
。

　

昨
年
の
村
１
２
０
周
年
イ
ベ
ン
ト

『
平
沼
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』
や
、
民

族
芸
能
な
ど
を
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
投
稿
。
地
域
の
取
り
組
み

を
県
内
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。
行
事
の
写
真

は
撮
り
た
め
て
、
村
民
文
化
祭
な
ど

で
も
展
示
す
る
。

　
「
生
き
生
き
と
し
た
平
沼
の
皆
さ

ん
の
姿
を
見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
。

皆
さ
ん
の
記
念
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

「
住
民
の
皆
さ
ん
の
記
念
に
」。
平
沼
住
民
を
取
材
・
Ｐ
Ｒ

葛西　満 さん

●かさい・みつる

六ヶ所 村平沼 在

住。中泊町（旧中

里 町） 出 身、 昭

和 43 年に来村。

平安寺住職。

六ヶ所村文化財

審議会委員。

村保護司。

で
す
か
ら
」。
葛
西
さ
ん
は
に
っ
こ

り
と
笑
う
。

　

昭
和
43
年
に
平
安
寺
の
住
職
と

な
っ
た
葛
西
さ
ん
。
同
時
期
に
始
め

た
季
節
保
育
所
で
の
子
ど
も
た
ち
の

撮
影
を
き
っ
か
け
に
、
写
真
や
ビ
デ

オ
へ
の
記
録
を
始
め
る
よ
う
に
。
以

来
、
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
の

行
事
、
季
節
の
風
物
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ビ
デ
オ
や
写
真
で
撮
影
す
る
よ

う
に
な
る
。
大
き
な
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

を
肩
に
か
つ
ぐ
葛
西
さ
ん
の
姿
は
当

時
か
ら
イ
ベ
ン
ト
で
は
お
な
じ
み
。

　

ま
た
、
撮
り
た
め
た
写
真
を
ま
と

め
、
平
成
13
年
に
は
『
平
安
寺
30
年

の
歩
み
』
を
発
行
し
て
い
る
。
同
書

に
は
平
安
寺
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
写
真
を
掲
載
し
た
。

　
「
こ
こ
に
あ
る
写
真
を
集
め
た
だ

け
で
す
か
ら
」
と
葛
西
さ
ん
は
笑
う

が
、
今
は
行
わ
れ
て
い
な
い
地
域
行

事
や
地
域
に
伝
わ
る
民
俗
信
仰
な
ど

の
写
真
や
記
述
は
、
と
て
も
興
味

深
く
貴
重
だ
。
学
校
行
事
や
児
童
た

ち
の
平
安
寺
一
泊
研
修
会
、
子
ど
も

会
行
事
や
中
学
校
の
卒
業
生
を
祝
う

会
の
記
録
…
。
地
域
住
民
、
特
に
子

ど
も
た
ち
と
の
か
か
わ
り
の
深
さ
を

う
か
が
わ
せ
る
。
寺
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
通
し
て
「
先
祖
を
敬
う
心

や
親
に
感
謝
す
る
心
を
養
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
が
根
底
に
あ
る
。

　

村
文
化
財
審
議
会
委
員
を
長
年
務

め
る
葛
西
さ
ん
は
、
委
員
を
務
め
た
記

念
に
村
内
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
記
念

碑
を
一
冊
に
ま
と
め
た
い
と
話
す
。

　
「
村
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
石
碑
や

記
念
碑
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
建
立

さ
れ
た
背
景
や
歴
史
を
ま
と
め
る
こ

と
で
、
当
時
の
人
々
の
思
い
や
歴
史

が
忘
れ
去
ら
れ
な
い
よ
う
に
」。

　

平
沼
に
住
み
40
年
が
過
ぎ
た
。

　
「
本
当
は
弟
が
こ
の
平
安
寺
の
住

職
に
な
る
予
定
で
し
た
。
で
も
、
か

わ
り
に
見
学
に
来
た
ら
、
も
う
わ
た

し
が
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

ま
し
た
」
と
笑
う
。「
地
域
の
皆
さ

ん
に
あ
た
た
か
く
迎
え
ら
れ
、
本
当

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
職

の
仕
事
だ
け
で
な
く
季
節
保
育
所
な

ど
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
で
き
た
。
と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
」。
地
域
へ
の
感
謝
が
、

〝
取
材
〟
へ
の
熱
意
の
源
だ
。

PROFILE

ビデオや写真で地域を撮り続けて 40 年
平沼の広報マンとして、地域住民をＰＲ

県内の浄土宗の寺を訪ね歩
きまとめた『一期一会の心』

（奥）。平安寺の行事をはじ
め、平沼地区の記録をまと
めた『平安寺三十年の歩み』

（手前）
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春
の
陽
気
と
な
り
、
通

勤
・
通
学
、
買
い
物
な
ど
自

転
車
を
利
用
し
て
も
心
地
よ

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
本

県
で
の
昨
年
中
の
自
転
車
が

関
係
す
る
交
通
事
故
は
、
死

者
数
が
４
人
（
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
９
人
）
と
大
幅
に
減
少

し
、負
傷
者
は
９
７
５
人（
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
61
人
）
と
昭

和
63
年
以
来
21
年
ぶ
り
に
、

１
，
０
０
０
人
を
下
回
り
ま

し
た
。

　

野
辺
地
警
察
署
管
内
を
見

る
と
、
死
者
は
平
成
20
年
３

月
以
降
出
て
お
ら
ず
、
負
傷

者
に
つ
い
て
も
７
人
（
前
年

比
マ
イ
ナ
ス
７
人
）
と
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

警
察
は
、
時
節
柄
自
転
車

利
用
者
が
増
加
す
る
状
況
を

踏
ま
え
、
今
後
の
自
転
車
事

故
抑
止
の
た
め
に
、
例
年
５

月
実
施
の
『
自
転
車
月
間
』

（
自
転
車
月
間
推
進
協
議
会

主
催
、
警
察
庁
等
後
援
）」

と
連
動
を
図
り
、
全
国
一
斉

に
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
向

上
の
た
め
、
街
頭
に
お
け
る

指
導
取
締
り
を
強
化
し
ま

す
。

１　

実
施
期
間

５
月
１
日
土
か
ら
31
日
月
ま

で
の
１
カ
月
間

２　

自
転
車
安
全
利
用
５
則

の
遵
守

①
自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

②
車
道
は
、
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
、歩
行
者
優
先
で
、

車
道
寄
り
を
通
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

○
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、

並
進
の
禁
止

○
夜
間
は
、
ラ
イ
ト
を
点
灯

○
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

一
時
停
止
・
安
全
確
認

○
運
転
中
の
携
帯
電
話
利
用

の
禁
止

○
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
等
利
用
の
禁

止⑤
子
ど
も
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用

　

自
転
車
も
車
両
で
す
。
交

通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
遵
守

し
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
侵
入
窃
盗
の
発
生
状

況
（
青
森
県
：
平
成
17
年
～
21
年
）

　

空
き
巣
な
ど
の

住
宅
を
対
象
と
し

た
侵
入
窃
盗
は
、

17
年
か
ら
減
少
傾

向
で
し
た
が
、
21
年
は
増
加

に
転
じ
て
い
ま
す
。（
21
年

中
３
０
８
件
：
前
年
対
比
プ

ラ
ス
２
件
）

■
被
害
の
特
徴

○
侵
入
方
法　
「
無
締
り
」

で
の
被
害
が
全
体
の
約
７
割

を
占
め
、
次
い
で
「
ガ
ラ
ス

破
り
」「
合
か
ぎ
」
で
す
。

○
侵
入
口　
「
表
出
入
口
」

か
ら
の
侵
入
が
全
体
の
約
５

割
を
占
め
、次
い
で
「
窓
（
居

室
）」「
そ
の
他
の
出
入
口
」

で
す
。

●
県
民
の「
住
宅
侵
入
窃
盗
」

に
対
す
る
不
安
（
21
年
県
政

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
）

【
質
問
】
ど
の
よ
う
な
犯
罪

に
不
安
を
感
じ
る
か

【
最
も
多
い
回
答
】
空
き
巣

な
ど
の
住
宅
侵
入
犯
罪

　

住
宅
侵
入
窃
盗
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
、「
自

宅
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、

必
ず
鍵
を
か
け
る
こ
と
」 

が

大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
、
隣
近
所
で
日
頃

か
ら
声
を
か
け
あ
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
不
審
者
が
住
宅
に
侵

入
し
よ
う
と
し
て
も
、「
防
犯

の
目
」
と
な
り
、
侵
入
の
被
害

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
山
に
出
か
け
る
前
に

・
で
き
る
だ
け
２
人
以
上

で
出
か
け
る
。

・
家
族
な
ど
に
行
き
先
や
帰

宅
予
定
時
間
を
知
ら
せ
る
。

・
万
一
に
備
え
、
水
・
食

料
、
ラ
イ
タ
ー
、
雨
具
、

コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電
話

な
ど
を
持
つ
。

・
体
調
の
悪
い
と
き
や
悪

天
候
の
と
き
は
、
絶
対

に
無
理
を
し
な
い
。

●
山
に
入
る
と
き
、
山

に
入
っ
た
ら

 
・
集
合
場
所
の
目
印
と

な
る
大
木
な
ど
に
ラ
ジ

お
出
か
け
は
「
一
声
」

か
け
て
「
鍵
」
か
け
て

声
か
け
・
鍵
か
け
運
動
実
施
中

オ
を
固
定
し
活
用
す
る
な

ど
、
目
標
物
を
定
め
る
。

・
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い

位
置
を
確
認
す
る
。

・
急
斜
面
や
崖
な
ど
、
危
険

な
場
所
は
避
け
る
。

・
集
合
時
間
を
必
ず
守
り
、

早
め
の
下
山
を
心
が
け
る
。

●
万
一
、
迷
っ
た
ら

・
日
没
後
は
歩
き
回
ら
ず
救

助
隊
を
待
つ
。

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞

こ
え
た
ら
、
見
通
し
の
よ
い

場
所
で
タ
オ
ル
な
ど
を
振
っ

て
合
図
す
る
。

山
菜
採
り
の
遭
難
を

な
く
そ
う

遭
難
防
止
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

５月は「自転車月間」
自転車も車両です

「六ヶ所村への永住もいいですね」
ドイツ人研究者・フリードリッヒさんへインタビュー

　

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
関
係
の
研
究
者

の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
さ
ん

は
、
ぼ
く
と
同
じ
で
ド
イ
ツ

人
。
ド
イ
ツ
南
部
の
バ
イ
エ

ル
ン
州
出
身
で
、
２
０
０
８

年
８
月
か
ら
六
ヶ
所
村
に
住

ん
で
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ド
リ

ッ
ヒ
さ
ん
に
日
本
の
生
活
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

　
　

日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
は

　
　

似
て
い
る
と
よ
く
言
わ

　
　

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
思

　
　

い
ま
す
か

　

そ
う
で
す
ね
。
ド
イ
ツ
人

と
日
本
人
は
確
か
に
、
仕
事

ぶ
り
は
真
面
目
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
違
う
所
は
も
ち
ろ

ん
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
日
本
の
職
場
で
何
か

を
決
め
る
と
き
に
、
み
ん
な

で
賛
成
す
る
の
は
と
て
も
大

切
で
す
。
し
か
し
、
い
っ
た

ん
賛
成
し
た
こ
と
は
状
況
が

変
わ
っ
て
も
、
変
更
し
に
く

い
よ
う
で
す
。
そ
の
点
で
ド

で
、
よ
く
山
に
ハ
イ
キ
ン
グ

に
行
き
ま
す
。
吹
越
鳥
帽
子

岳
か
ら
八
甲
田
山
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
山
に
登
り
ま
し
た
。

東
北
の
全
部
の
山
に
登
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
わ

た
し
は
田
舎
の
農
家
で
育
っ

た
の
で
、
農
業
に
興
味
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
家
の
前

で
小
さ
い
田
ん
ぼ
を
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
、
稲
の

栽
培
を
勉
強
中
で
す
。
そ
れ

に
六
ヶ
所
村
で
見
た
大
根
も

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
で

す
か
ら
５
月
か
ら
家
庭
菜
園

で
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の

大
根
作
り
に
挑
戦
し
た
い
で

す
。
大
根
や
稲
の
成
長
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

ど
の
ぐ
ら
い
日
本
に
い

　
　

る
予
定
で
す
か

　

今
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

よ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
こ
の

生
活
が
大
好
き
で
す
か
ら
、

退
職
し
た
後
も
、
六
ヶ
所
村

に
永
住
し
よ
う
か
な
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

　

穏
や
か
で
話
好
き
の
フ
リ

ー
ド
リ
ッ
ヒ
さ
ん
。
と
て
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

イ
ツ
人
は
も
っ
と
柔
軟
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
日
本
人

は
会
社
の
組
織
の
一
員
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
ド
イ

ツ
人
は
も
っ
と
個
人
的
で
す
。

　
　

ド
イ
ツ
の
も
の
が
恋
し

　
　

く
な
り
ま
せ
ん
か
。
ド

　
　

イ
ツ
ビ
ー
ル
と
か
…

　

日
本
の
ビ
ー
ル
も
お
い
し

い
の
で
、
ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル

は
特
に
飲
み
た
く
は
な
ら
な

い
で
す
。
で
も
、
た
ま
に
ド

イ
ツ
の
パ
ン
が
食
べ
た
く
な

り
ま
す
ね
。
ド
イ
ツ
に
は
パ

ン
の
種
類
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
、
日
本
の
パ
ン
よ
り
絶
対

お
い
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

休
日
は
ど
う
過
ご
し
て

　
　

い
ま
す
か

　

青
森
の
大
自
然
が
大
好
き

さ
ん
と
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
、
ダ

ニ
エ
ル
が
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン

ス
の
お
い
し
い
ワ
イ
ン
を
紹

介
す
る
『
ワ
イ
ン
の
夕
べ
』

を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に
ワ

イ
ン
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

楽
し
い
ゲ
ー
ム
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
22
日
土

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

■
場
所　

ス
ワ
ニ
ー

■
参
加
費　

実
費

■
申
込
期
限　

５
月
14
日
金

●
ド
イ
ツ
語
教
室

　

ダ
ニ
エ
ル
先
生
と
楽
し
く
ド

イ
ツ
語
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所

○
初
級　

水
午
後
３
時
～
４

時　

ス
ワ
ニ
ー

○
キ
ッ
ズ　

火
午
後
３
時
半

～
４
時　

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

●
英
語
で
話
し
ま
せ
ん
か

　

村
在
住
の
外
国
人
と
言
語

交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
25
日
火
午
後

６
時
～
７
時

■
場
所　

ス
ワ
ニ
ー

●
フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室

　

講
師
の
サ
ラ
さ
ん
と
セ
バ

ス
チ
ャ
ン
さ
ん
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

関
係
の
フ
ラ
ン
ス
の
研
修

生
。
皆
さ
ん
に
自
慢
の
フ
ラ

ン
ス
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
18
日
火
午
後

６
時
～
８
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
募
集
人
数　

10
人

■
参
加
費　

材
料
費

■
申
込
期
限　

５
月
14
日
金

　

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
、
一
生
の
友
人
と
思

い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

六
ヶ
所
村
出
身
で

村
内
外
の
高
校
に
在
学
中
の

受
け
入
れ
・
派
遣
と
も
に
可

能
な
家
庭
の
高
校
生

■
派
遣
先　

韓
国
江
原
道
ヤ

ン
ヤ
ン
郡

■
期
間　

派
遣
・
７
月
下
旬

受
入
・
８
月
初
旬

■
募
集
人
員　

10
人（
男
５
・

女
５
）

■
参
加
負
担
金

１
人　

３
０
，
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

６
月
４
日
金

　

参
加
希
望
者
は
後
日
申
請

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
教
室
の
参
加
者

を
募
集

■上記についての問い合わせ・申し込み先　国際交流課　☎ 0175（72）2111（内線 262）

こんにちは♪
ダニエルです

ダ

ダ

フリードリッヒさん

ダ

ダ

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
参
加
者
募
集

インタビュアー・ダニエルが
村在住外国人の声を皆さんに
お届けします。

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

教
育

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

教
育

② 3 月末の村の物件事故発生状況
平成 22 年 21 年

前年比
3 月中 累計 累計

29 90 71 ＋ 19

① 3 月末の村の人身事故発生状況
平成 22 年 21 年 前年比3 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 1 5 0 7 12 0 17 -7 0 -10

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
死亡事故ゼロ 3,422 日達成！（3 月 31 日現在）

国際交流 International Exchange
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健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
申
し

込
み
ま
し
た
か
？

　

今
月
か
ら
婦
人
健
診
が
始

ま
り
ま
す
。
申
し
込
み
を
随

時
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
知
ら
せ
（
変
更
点
）

・
乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢

が
20
歳
以
上
か
ら
30
歳
以
上

へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改

修
工
事
に
よ
り
９
月
に
実
施

さ
れ
る
複
合
健
診
は
千
歳
平

体
育
館
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
国
保
以
外
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
被
扶
養
者
の

人
が
各
地
区
で
特
定
健
診
を

受
診
で
き
る
よ
う
期
日
を
設

け
ま
し
た
。
が
ん
検
診
と
一

緒
に
受
診
で
き
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

送
付
し
た
用

紙
に
記
入
し
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
返
信
用
封
筒
に
て
お
願

い
し
ま
す
。

　

尾駮診療所の新体制がスタートしました

　

春
た
け
な
わ
の
こ
の
ご

ろ
、
皆
さ
ま
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
の
４
月
か
ら
診

療
所
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を

迎
え
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
新
し
い
体
制
も
含
め
て

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
病
棟
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　

１
年
間
に
わ
た
り
不
便
を

か
け
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
病
棟
を
再
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
常
勤
医
師

が
３
人
と
な
り
、
現
実
的
に

対
応
可
能
な
体
制
に
な
っ
て

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
看
護
師
の
配
置
な
ど

を
調
整
し
、
勤
務
環
境
も
若

干
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
当
院
で
の
入
院
治
療

が
選
び
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
従
来
は
ほ
ぼ
全
例
で
付

き
添
い
を
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
が
、
自
力
で
食
事
の
で

き
る
人
や
寝
た
き
り
の
人

で
も
経
管
栄
養
（
鼻
か
ら

チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
て
栄
養
を

と
る
こ
と
）
な
ら
、
基
本
的

に
付
き
添
い
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
さ
や
か
な
変
更
の

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は

院
困
難
な
人
々
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
訪
問
看
護
が

重
要
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の

余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
尾
駮

診
療
所
で
は
、
こ
れ
も
い
ろ

い
ろ
な
理
由
で
（
と
い
っ
て

も
、
も
っ
ぱ
ら
人
員
の
確
保

と
そ
れ
に
伴
う
赤
字
の
増
加

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が

…
）、
十
分
な
形
で
提
供
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
夜
間
や
休

日
ま
で
対
応
す
る
と
い
う
の

10
年
来
の
希
望
が
や
っ
と
少

し
だ
け
実
現
し
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
事
情
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ん
、
特
に
在
宅
療
養
中
、

施
設
入
所
中
の
皆
さ
ん
の
安

心
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
訪
問
看
護
の
連
携

　

自
宅
療
養
、
あ
る
い
は
通

は
、
都
会
を
除
け
ば
と
て
も

採
算
が
と
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
、
病
棟
閉

鎖
に
伴
っ
て
訪
問
看
護
が
必

要
に
な
り
、
あ
る
民
間
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

少
人
数
の
施
設
な
の
で
す

が
、
そ
の
情
熱
と
人
柄
に
感

動
し
ま
し
た
。
例
え
ば
癌
末

期
の
方
の
サ
ポ
ー

ト
の
た
め
に
、
夜

間
や
土
日
も
い
と

わ
ず
に
訪
問
看
護

を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
し

た
。
い
つ
で
も
対

応
し
て
駆
け
つ
け

尾駮診療所　所長

松岡 史彦て
く
れ
る
看
護
師
さ
ん
に
勇

気
づ
け
ら
れ
た
ご
家
族
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

全
て
の
希
望
に
応
え
る
の

は
難
し
い
の
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
連
携
を
と
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

③
新
人
登
場

－

広
が
る
診
療

　

こ
の
春
か
ら
３
人
目
の
医

師
と
し
て
小
林
只た

だ
し

先
生
が

赴
任
し
ま
し
た
。
と
て
も
若

い
先
生
で
す
が
、
総
合
診
療

を
ベ
ー
ス
に
し
た
診
療
を
行

い
ま
す
の
で
、
小
児
科
か
ら

耳
鼻
科
・
眼
科
領
域
ま
で
初

期
対
応
が
で
き
ま
す
。
ま
た

特
に
痛
み
に
関
し
て
広
く
勉

強
中
で
す
。
と
て
も
優
秀
で

優
し
い
先
生
で
す
。
ど
ん
な

訴
え
に
も
誠
実
に
対
応
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
昨
年
か
ら
一
緒
に
働

い
て
い
る
大
谷
啓
介
先
生
も

総
合
診
療
ベ
ー
ス
の
診
察
を

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
脳
外

科
領
域
を
勉
強
中
で
す
の

で
、
頭
痛
や
め
ま
い
、
し
び

れ
で
困
っ
て
い
る
人
は
ど
う

ぞ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

④
研
修
・
研
究
施
設
と
し
て

　

こ
こ
数
年
来
、
尾
駮
診
療

所
に
研
修
に
来
て
く
れ
る
学

生
や
研
修
医
が
増
え
て
い
ま

す
。
外
来
で
話
を
伺
い
、
診

察
を
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
診
察
の

確
認
は
常
勤
医
師
が
行
い
ま

す
が
、
不
便
や
不
都
合
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
遠
慮
な
く

ご
教
示
く
だ
さ
い
。

　

地
域
医
療
の
確
保
の
た

め
、
ま
た
優
し
く
優
れ
た
医

師
を
育
て
る
た
め
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
時
間
外
診
療

　

時
間
外
（
左
記
平
日
の
受

付
時
間
以
外
：
夜
間
・
休
日
）

の
診
療
は
、
急
患
だ
け
受
け

付
け
ま
す
。

　

必
ず
電
話
で
症
状
な
ど
を

相
談
し
て
か
ら
来
院
し
て
く

だ
さ
い
。

●
平
日
月
～
金
の
受
付
時
間

午
前　

 

８
時
30
分
～
11
時

（
午
前
８
時
30
分
診
療
開
始
）

午
後　

１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
午
後
２
時
診
療
開
始
）

■
入
院

　

入
院
体
制
が
４
月
か
ら
整

い
ま
し
た
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
尾
駮
診
療
所

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
１

尾
駮
診
療
所
の
内
科

診
療
内
容
を
変
更
し

ま
す

成
人
健
診
の

お
知
ら
せ

　

生
活
習
慣
病
を
知
ろ
う

　

糖
尿
病
は
、
主
に
イ
ン
ス

リ
ン
の
作
用
不
足
に
よ
り
、

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
多
す

ぎ
る
状
態
が
長
く
続
く
病
気

で
す
。
血
糖
値
が
高
い
状
態

が
続
く
と
、
の
ど
が
渇
い
て

（
口
渇
）
水
を
た
く
さ
ん
飲

ん
だ
り
（
多
飲
）、
尿
が
よ

く
出
る
（
多
尿
）
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
体
重
が
減

少
す
る
と
い
っ
た
症
状
が
現

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状

を
自
覚
す
る
の
は
病
気
が
重

症
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

生活習慣病を知ろう「糖尿病」
～糖尿病はこんな病気～

糖尿病の怖いところは、血糖値のコントロールがうまくいかず、高血糖の状態が状態
が長く続くと、全身の血管が傷付きさまざまな合併症が起こってくるところです。

はじめに起こりやすい
神経障害

失明などの視覚障害を招く
網膜症

血液のろ過機能が低下する
腎症

手足のしびれやまひ、痛
み、感覚低下、こむら返り、
冷え、立ちくらみ、排尿
障害

眼の網膜の血管から出血
がおこり、糖尿病網膜症
を お こ し ま す。 年 間 約
3,000 人が糖尿病網膜症で
視力を失います

糸 球 体 に 障 害 が お こ り、
腎臓のろ過機能が低下し
ます。進行すると人工透
析が必要になります

種　　類 対　　象 受付時間 5 月 6 月 7 月
エイズに関する相談 一般県民 13：00 ～ 14：00 12、26 2、16 ７、21

Ｂ・Ｃ型肝炎検査（有料） 一般県民 11：00 ～ 13：30 12、26 2、16 ７、21

療育相談 発達が気になる児童
継続　9：30 ～ 10：30

新規 10：30 ～ 11：00
　 23 　

女性健康相談 思春期から更年期に至る女性 10：00 ～ 10：30 18 15 20

精神保健福祉相談 精神・神経・飲酒等の相談 13：00 ～ 14：00 26 16 28

●上十三保健所からのお知らせ　　以下の相談を受け付けています。どうぞ利用してください。

問上十三保健所　☎ 0176（23）4261

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

教
育

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

教
育

医療Medical健康 Health

糖尿病の三大合併症

＊次回６月号は「糖尿病の治療」です。
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　六ヶ所村は、子育て世代の医療費負担の軽減と少子化
の抑制など子育て支援を図るため、平成 22 年 4 月から
外来分の助成対象年齢を中学校就学終期までに拡大しま
す。	

平成 22 年度村税などの納期　納期内に忘れず納めましょう。
税   目

納　期
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期

固定資産税 5/1～6/1 7/1～7/31 9/1～9/30 12/1～12/25 ― ―

個人村 ( 県 ) 民税
〈普通徴収〉 6/1～6/30 8/3～8/31 10/1～11/2 12/1～12/25 ― ―

軽自動車税 5/1～6/1 ― ― ― ― ―

国民健康保険税 7/1～7/31 8/3～8/31 9/1～9/30 10/1～11/2 12/1～12/25 1/4～2/1

＊納期限を過ぎると延滞金が加算されます。また、督促状を発行した場合は、督促手数料が加算されます。
■納税貯蓄組合に加入しましょう

・同組合に加入し、納税成績が良い人には奨励金が交付されるなどの特典があります。
・同組合への加入を希望する人、同組合を結成したい人は、役場税務課へお問い合わせください。
問税務課　☎0175-72-2111
　国民健康保険税・個人村（県）民税（内線125）、軽自動車税（内線126）、固定資産税（内線127）

助成対象となる医療 入 院 ・ 外 来

対象者 ０歳児～中学校就学終期

助成内容
病気などのため、医療機関等で診療
を受けた場合に支払う保険診療分の
自己負担と食事負担を助成

切替年月日 誕生月

受給者証の交付 発行する

申請に必要なもの 保険証、印鑑、口座番号、所得のわか
るもの

所得制限

扶養親族の数 所得制限額（円）
０人 2,342,000円
１人 2,722,000円
２人 3,102,000円
３人 3,482,000円
４人 3,862,000円
５人 4,242,000円

　次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で
応援するため、中学校修了前までの子どもに子ども手当
を支給します。
■支給対象となる人					   
中学校修了前（15 歳到達日以後、最初の 3 月 31 日まで
の間）の児童を養育している人
＊六ヶ所村に住民登録または外国人登録をしていること
■手当の額						    
子ども１人につき月額 13,000 円
※手当の支払い月は、6 月、10 月、2 月で、前月分までの手当
を支払いします。（本年６月は児童手当 2・3 月分と子ども手
当４・５月分の支払いとなり、10 月以降に子ども手当４カ月
分を支払います）	
■支給を受けるための手続き
手当の支給を受けるには、子どもを養育している親など
が役場福祉課または平沼・泊支所での申請（認定請求）
を行う必要があります。
＜子ども手当の申請が必要な場合＞
①平成 22 年４月１日以降、中学２・３年生になる子ども
がいる家庭　→　新規認定請求が必要になります。
②これまで所得制限などで児童手当を受給していなかっ
た家庭　→　新規認定請求が必要になります。
③児童手当の対象となっている子どものほかに、22 年度
において中学校２・３年生の子どもがいる家庭　→　額
改定認定請求が必要になります。
＜手続きに必要な書類＞
○健康被保険者証の写し
○印鑑（認め印でも可）	
○銀行口座の写し
○このほか、必要に応じて提出する書類があります。

※４月１日の時点で子ども手当の受給資格がある人は、
平成 22 年９月 30 日までに申請すれば４月分までさかの
ぼって支給されます。
■申請場所　役場福祉課、泊・平沼支所

■医療費の申請方法
一部負担金・入院時食事負担額は、いったん医療機関な
どに支払い、後日「乳幼児等医療費給付申請書」に医療
機関等が発行する領収書および  「受給資格証」を添付し、
診療を受けた月の翌月から４カ月以内に役場福祉課、 泊・
平沼支所のいずれかで給付申請をしてください。( 国民健
康保険の適用を受ける０歳児の場合、一部負担金は求め
られません。＝現物給付 )	
※新たに乳幼児等医療費受給対象年齢に該当する人は、5
月 31 日月までに、役場福祉課または泊・平沼支所で申請
してください。

4 月から子ども手当の制度が始まりました乳幼児等医療費対象年齢を拡大します

子ども手当がスタート
乳幼児等医療費助成を拡大

問福祉課　☎0175-72-2111　内線137

　平成 22 年度の飼い犬の登録と狂犬病予防注射を左
記日程で行います。都合のよい日時・場所で飼い犬
に予防注射を受けさせてください。
　なお、村からはがきが送付されている人は忘れず
に持参してください。
■対象   生後３カ月以上のすべての犬
■登録・注射料
○登録済みの犬　　 注射料金　3,000 円

（注射済み証交付手数料含む）
○未登録の犬　
①登録料金　3,000 円

（鑑札証交付手数料含む。〈生涯で１度限り〉）
②注射料金　3,000 円

（注射済み証交付手数料含む）

　飼い犬が死亡したとき、登録に変更があったとき

　飼い犬が死亡したときは、鑑札と注射済票を添え
て犬の死亡届を福祉課へ提出してください。犬の死
体の処理は飼い主の責任で行ってください。
　登録事項に変更があったときは、登録変更届を福
祉課へ提出してください。
問福祉課　☎ 0175（72）2111　内線 149
　
　守ろう。飼い主のマナー

①公園や他人の土地で排便をさせない
②犬の散歩に出かけるときは、袋とシャベルを携帯
し、フンの後始末を必ず行う
　道路や公園などが犬のフンで汚され、村に苦情が
たくさん寄せられています。
③犬を放し飼いにしない
　犬が好きな人ばかりではありません。他人に迷惑
や危害を加えないように、マナーを守って犬を正し
く飼いましょう。

　知っていますか。青森県動物愛護センター

　青森県は 18 年４月１日より動物愛護センターを開
設し、放浪犬の捕獲およびペットの苦情対応の業務
を行っています。
　また、動物ふれあい活動や、命の大切さを実感で
きる総合的な動物愛護管理を推進しています。

問青森県動物愛護センター
青森市大字宮田字玉水 119-1
☎ 017（726）6100
問上十三保健所動物愛護センター
十和田市西二番町 10―15　
☎ 0176（23）4261

平成 22 年度第１回犬の登録と狂犬病予防注射日程
月日 地区 実施場所 時間

5 月 11 日火

泊

第２焼山住宅前 9：10～  9：30
弁天様前 9：30～10：05

町内会事務所前 10：10～10：40
泊公民館前 10：45～11：05
泊消防署前 11：10～11：40

石川 集会所前 13：00～13：15
出戸 集会所前 13：20～13：35

老部川 千葉尚宅前 13：45～14：00
尾駮浜 中村岩男宅前 14：05～14：25

5 月 12 日水

尾駮浜 役場庁舎前 9：20～  9：40
野附 東酸KK前 9：45～  9：55
尾駮 清水知幸宅前 10：00～10：15
二又 附田商店前 10：25～10：45

室ノ久保 三戸明宅前 10：55～11：05
千樽 十文字林業前 11：10～11：20
戸鎖 消防屯所前 11：25～11：40

5 月 13 日木

中志 中村酒店前 9：30～  9：45
内沼 木村てる宅前 9：50～10：00
倉内 集会所前 10：10～10：40
平沼 平沼支所前 10：50～11：20

新城平 集会所前 11：25～11：40
六原 バス停前 11：45～11：55

端 バス停前 12：00～12：10
笹崎 松尾宅前 12：15～12：25

5 月 14 日金

豊原 集会所前 9：30～  9：40
睦栄 集会所前 9：45～  9：55
千歳 橋本光男宅前 10：00～10：10
庄内 集会所前 10：15～10：30

千歳平 公民館前 10：35～11：00

愛犬を、狂犬病から守ろう。

平成22年度飼い犬の登録と狂犬病予防接種の日程をお知らせします

「動物ふれあいウィーク 2010　
～子猫の命・むやみに繁殖させないで！～」開催
■日時　5 月 3 日（月・祝）～ 5 日（水・祝）
　　　　午前 10 時～午後４時
■場所　青森県動物愛護センター
■内容　動物パレード、展示コーナー（子猫の命）、ワンちゃ
んの運動会、動物とのふれあい（馬、羊、犬、猫、ウサギ
等）、乗馬体験、獣医さんなりきり体験、犬のしつけ方教室、
羊の毛刈り体験など
■料金　無料
問青森県動物愛護センター
　℡ 017（726）6100　FAX017（726）6101
　http://www.aomori-animal.jp
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原
燃
輸
送
株
式
会
社
（
梶
井

孝
泉
代
表
取
締
役
社
長
）
は
３

月
20
日
、
冬
期
間
の
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
で
役
立
て
て
ほ
し
い
と

村
に
ス
ト
ー
ブ
３
台
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
同
日
行
わ
れ
た
東
大

卓
球
部
員
と
の
卓
球
交
歓
交
流

会
で
梶
井
社
長
か
ら
古
川
村
長

へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
元
社
長
の
中
島
光

夫
さ
ん
が
東
京
大
学
卓
球
部
Ｏ

Ｂ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
内
の

小
中
学
生
と
東
大
生
と
の
卓
球

交
歓
交
流
会
を
村
体
育
協
会
と

協
力
し
実
施
。
こ
の
た
び
10
回

目
の
開
催
を
記
念
し
て
の
寄
贈

と
な
り
ま
し
た
。

　

古
川
村
長
は
「
村
内
の
小
学

校
な
ど
の
体
育
館
で
冬
期
間
の

ク
ラ
ブ
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

け
ん
し
ん
よ
う
六
ヶ
所
支
店

友
の
会
（
会
員
74
人
）
は
３
月

30
日
、
泊
中
学
校
と
第
一
中
学

校
に
図
書
カ
ー
ド
（
10
万
円
分

ず
つ
）
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
発
足
か
ら
30
年
。
発
足

当
時
か
ら
開
催
し
て
い
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
の
益
金
が
一
定
額

に
達
し
、
ま
た
同
会
会
員
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
の
提
案
に
よ
り
、
今

回
の
寄
付
と
な
り
ま
し
た
。

　

浜
田
秀
樹
青
森
県
信
用
組
合

六
ヶ
所
支
店
長
（
同
会
事
務
局

長
）
は
「
今
回
は
２
校
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
村
内
全
校
を
対
象

に
継
続
的
に
寄
付
を
進
め
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
付
を
受
け
、
泊
中
の

村
中
正
人
校
長
は
「
福
祉
・
環
境

問
題
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本

を
そ
ろ
え
た
い
」、
第
一
中
の
柿

崎
秀
典
校
長
は
「
生
徒
の
要
望
を

聞
い
て
有
意
義
に
使
い
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
上
十
三

支
部
（
中
村
健
支
部
長
、
会
員

１
１
５
社
）
は
３
月
31
日
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
益
金

10
万
円
を
村
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
昭
和
46
年
９
月
25
日

に
会
員
や
業
界
関
係
者
相
互
の
親

睦
を
目
的
に
発
足
。
平
成
４
年
か

ら
開
催
し
て
い
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
交
通
遺
児
救
済

の
た
め
の
募
金
を
開
設
し
、
こ
れ

ま
で
27
回
に
わ
た
り
益
金
を
上

十
三
地
区
の
自
治
体
に
寄
付
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
役
場
を
訪
れ
た
中
村
支

部
長
は
「
村
内
の
交
通
遺
児
救
済

な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
古

川
健
治
村
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し

ま
し
た
。
古
川
村
長
は
「
寄
付
の

目
的
に
沿
っ
て
有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。

　

村
は
、
公
正
で
開
か
れ
た
村
制

の
運
営
を
図
る
た
め
、
村
の
保
有

す
る
公
文
書
と
個
人
情
報
の
開
示

状
況
を
下
記
の
と
お
り
公
表
い
た

し
ま
す
。

○
平
成
21
年
度 

公
文
書
開
示

状
況

・
請
求
件
数	

４
件

・
開
示　
　

	

３
件

・
一
部
開
示	

０
件

・
非
開
示	

０
件

・
存
在
応
答
拒
否	

０
件

・
不
存
在	

１
件

・
不
服
申
出	

０
件

○
21
年
度 

個
人
情
報
開
示
状

況・
請
求
件
数	

０
件

・
開
示　
　

	

０
件

・
一
部
開
示	

０
件

・
非
開
示	

０
件

・
存
在
応
答
拒
否	

０
件

・
不
存
在	

０
件

・
不
服
申
出	

０
件

問
総
務
課　

中
岫

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
２
５

　

六
ヶ
所
村
は
、
村
の
躍
進
・
発

展
を
担
う
幅
広
い
人
材
の
育
成
を

図
る
た
め
、
六
ヶ
所
村
人
材
育
成

基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。
基
金
の

公
正
か
つ
適
正
な
運
用
を
図
る
た

め
、
次
の
と
お
り
運
営
委
員
会
委

子
ど
も
た
ち
の
ク
ラ
ブ

活
動
に
役
立
て
て

原
燃
輸
送
㈱
が
ス
ト
ー
ブ
寄
贈

交
通
遺
児
救
済
な
ど
に

役
立
て
て

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
上
十
三
支
部
が

村
に
寄
付

公
文
書
お
よ
び
個
人
情

報
の
開
示
状
況
を
公
表

六
ヶ
所
村
人
材
育
成
基

金
運
営
委
員
会
委
員
を

公
募
し
ま
す

古川村長に目録を手渡す梶井社長（右）

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活

動
に
役
立
て
て

け
ん
し
ん
よ
う
六
ヶ
所
支
店
友
の
会

が
泊
中
・
一
中
に
図
書
カ
ー
ド
寄
贈

村中校長（左）に図書カードを手渡す小林同
会副会長（右）と浜田支店長（中央）〈泊中〉

図書カードを受け取る柿崎校長（右）
〈第一中〉

古川村長に目録を手渡す中村支部長（中央）

　３月の農業委員会定例総会が
3 月 19 日、役場分庁舎３階会
議室で開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。
■議案第 9 号　農地法第３条
の規定による許可申請について

4 件 12092㎡
■議案第 10 号　農地法第５条
の規定による許可申請について

2 件　4706㎡
■議案第 11 号　農用地利用集
積計画（案）について

　1 件　7833㎡
■議案第 12 号　平成 22 年度
六ヶ所村農業労働賃金等の標準
額（案）について
■報告第 3 号　農地法第 5 条
の規定による届出について

1 件 681㎡

＊総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。

問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

員
を
公
募
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

応
募
し
よ
う
と
す
る
人
は
、

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

①
六
ヶ
所
村
に
住
所
を
有
し
居

住
す
る
、満
20
歳
以
上
の
人［
平

成
22
年
４
月
１
日
現
在
］

②
六
ヶ
所
村
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
見
識
と
関
心
を
持
ち
、
年
数

回
開
催
す
る
運
営
委
員
会
（
役
場

庁
舎
で
開
催
）
に
出
席
で
き
る
人

※
た
だ
し
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
の
議
員
お
よ
び
職
員
は
応
募
で
き

ま
せ
ん

■
公
募
委
員
数　
３
人

■
委
員
の
任
期　

委
嘱
の
日
（
22

年
８
月
１
日
予
定
）
か
ら
３
年
間

■
応
募
方
法

　

応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
書

類
を
送
付
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

○
応
募
用
紙

所
定
の
応
募
用
紙
（
別
紙
１
）

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
こ
ち
ら
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.rokkasho.jp/

（
六
ヶ
所
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

→ 

行
政
情
報 

→ 

各
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ 

→ 

総
務
課
）

※
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
は
お
返
し

で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

■
募
集
期
間

22
年
５
月
６
日
木
か
ら
６
月
４

日
金
ま
で
（
必
着
）

※
持
参
の
場
合
は
、
平
日
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
の
間
に
、
下
記
応
募
先
ま
で
。

■
選
考

　

公
募
委
員
数
を
超
え
た
場
合

は
、
応
募
用
紙
記
載
内
容
を
総

合
的
に
審
査
の
上
選
考
し
ま

農業委員会だより

す
。
選
考
結
果
は
、
６
月
下
旬

ま
で
に
応
募
者
全
員
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
委
員
の
仕
事

①
助
成
対
象
事
業
の
実
態
把
握

お
よ
び
指
導
に
関
す
る
こ
と

②
助
成
対
象
事
業
お
よ
び
助
成

対
象
者
の
選
考
な
ら
び
に
助
成

対
象
経
費
の
審
査
に
関
す
る
こ

と■
報
酬
な
ど

　

運
営
委
員
会
に
出
席
し
た
場

合
は
、
報
酬
お
よ
び
旅
費
を
支

払
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
・
応
募
先

〒
０
３
９
―
３
２
１
２

六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮
字
野
附

４
７
５

六
ヶ
所
村
総
務
部
門
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
２
２
～
２
２
４

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
６
０
３

電
子
メ
ー
ル　

rks99001@
rokkasho.jp

　

軽
自
動
車
税
は
次
に
該
当
す

る
場
合
、
減
免
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
障
害
者
、
ま
た
は
生
計
を
一

に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
な
ど
で
、
障
害
者
自
身
が
運

転
す
る
も
の
ま
た
は
生
計
を
一

に
す
る
人
が
障
害
者
の
た
め
に

運
転
す
る
も
の

②
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
人

が
運
転
す
る
も
の
の
う
ち
、
村

長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

③
そ
の
構
造
が
も
っ
ぱ
ら
身
体

障
害
者
な
ど
の
利
用
に
供
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
軽
自
動
車

な
ど
、
減
免
が
受
け
ら
れ
る
の

は
１
台
に
限
り
ま
す
。

＊
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免

を
受
け
て
い
る
場
合
は
軽
自
動

車
税
の
減
免
は
で
き
ま
せ
ん

　

減
免
を
希
望
す
る
人
は
、
納

税
通
知
書
、
印
鑑
お
よ
び
身
体

障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
養
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
険

福
祉
手
帳
、
運
転
免
許
証
（
生

計
を
一
に
す
る
人
、
常
時
介
護

す
る
人
が
運
転
す
る
場
合
は
そ

の
人
の
運
転
免
許
証
）
を
持
参

の
上
、
必
ず
納
期
限
の
７
日
前

（
５
月
24
日
）
ま
で
に
減
免
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
は
税
務
課
、
両
支
所
で

で
き
ま
す
。）

問
税
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
２
６

　六ヶ所 FC は「村内のサッカーに
興味がある子どもたちよ集まれ！」
をテーマに新入団員の募集をして
います。村内の小学校に通学する
児童（２～６年生）であれば、男
女問わず誰でも入団できます。

サッカーは２年生から学年ご
とに、年に数回大会があります。
日ごろの練習の成果を発揮できる
場の多い六ヶ所ＦＣで、一緒にボ
ールを追いかけてみませんか。
　入団前の練習見学・体験練習も
歓迎しています。話を聞いてみた
い人は連絡してください。
問六ヶ所ＦＣ　
指導者代表　中村憲光　
☎０９０- １４９０- ９８０４

六ヶ所 FC
新入団員募集

軽
自
動
車
税
の
減
税

 Rokkasho News and Information
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村
は
平
成
22
年
度
か
ら
、
満

88
歳
を
迎
え
た
人
へ
長
寿
を
お

祝
い
す
る
『
米
寿
祝
金
』
の
支

給
を
始
め
ま
す
。
対
象
者
に
は

申
請
案
内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
満
88
歳
に
達
す
る
日
に
、
村

内
に
８
年
以
上
住
所
が
あ
る
人

②
村
外
の
施
設
に
入
所
の
た
め

満
88
歳
に
達
す
る
日
に
村
内
に

住
所
が
な
く
て
も
、
入
所
前
に

８
年
以
上
村
内
に
住
所
が
あ

り
、
対
象
者
の
扶
養
義
務
者
の

住
所
が
村
内
に
あ
る
人

■
支
給
額　

５
万
円

■
申
請
方
法　

満
88
歳
の
誕
生

日
以
降
、▽
住
民
票
▽
印
鑑（
認

め
）
▽
預
金
通
帳
（
口
座
確
認

用
）
を
持
参
の
上
、
役
場
福
祉

課
ま
た
は
泊
・
平
沼
支
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
３
３

平
成
16
年
の
消
防
法
の
改

正
に
伴
い
、
す
べ
て
の
住
宅
に

「
住
宅
火
災
警
報
器
」
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
は
平
成
20
年
度
か
ら
３
カ

年
計
画
で
、
設
置
要
件
を
満
た

す
世
帯
に
警
報
器
を
１
個
、
無

料
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
が
警
報
器
を
無
料
設

置
で
き
る
最
終
年
度
で
す
の

で
、
六
ヶ
所
村
内
に
住
所
の
あ

る
左
記
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
は
、
５
月
31
日

月
ま
で
に
原
子
力
対
策
課
お
よ

び
泊
・
平
沼
支
所
へ
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
設
置
要
件

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
お
よ
び
世
帯
全
員
が

65
歳
以
上
の
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま

た
は
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

が
い
る
世
帯

③
愛
護
手
帳
の
Ａ
を
所
持
し
て

い
る
人
が
い
る
世
帯

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
を
所
持
し
て
い
る
人
が

い
る
世
帯

問
原
子
力
対
策
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
３
３
３
～
３
３
５

　

村
内
各
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童
委

員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み
ご
と
な

ど
の
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
行

政
や
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
に

関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当

し
て
お
り
、
関
係
機
関
や
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど

と
協
力
し
て
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
・
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

■
泊　

佐
々
木
勝
子
・
田
中
智

恵
子
・
櫻
井
き
わ
・
及
川
悦
夫
・

滝
沢
キ
ミ
子
・
松
本
豊
喜
・
古

川
陽
子
・
林
下
操
・
三
浦
幸
子

■
出
戸
・
石
川　

服
部
薫

■
老
部
川
・
新
町　

下
田
邦
廣

■
尾
駮
浜
・
野
附　

松
尾
義
昭
・

橋
本
八
重
子　

■
尾
駮　

寺
下
勇
夫
・
橋
本
洋
子

■
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン　

簗
田

成
義
・
井
筒
辰
美

■
二
又
・
富
ノ
沢　

秋
戸
昭
八

■
室
ノ
久
保
・
千
樽　

沼
尾
隆
紀

■
戸
鎖　

戸
田
勝
美　

■
新
城
平
・
新
納
屋　

小
泉
操

■
平
沼　

橋
本
利
喜
雄
・
葛
西

ナ
ツ
エ
・
赤
沼
達
也　

■
倉
内　

高
村
治
男
・
中
村
笙
子

■
中
志
・
内
沼　

中
村
忠
夫

■
笹
崎
・
六
原
・
端　

米
内
修
一

■
千
歳　

高
田
喜
世
子

■
庄
内
・
豊
原
・
睦
栄　

伊
藤

和
夫

■
千
歳
平　

福
岡
弘
子
・
田
村

正
明

【
主
任
児
童
委
員
】
種
市
久
子
・

菊
池
ト
シ
エ

問
福
祉
課　

橋
本　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
３
２

　

む
つ
市
、下
北
郡
４
町
村（
大

間
町
、
東
通
村
、
風
間
浦
村
、

佐
井
村
）
お
よ
び
上
北
郡
三
町

村
（
野
辺
地
町
、
横
浜
町
、
六

ヶ
所
村
）か
ら
排
出
さ
れ
る「
し

尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
」
を
処
理

す
る
計
画
の
「
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
に
よ
る

環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
事
後

調
査
結
果
報
告
書
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
住
民
の

皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　

管
理
者　
　

宮
下
順
一
郎

事
後
調
査
結
果
報
告
書
の
縦
覧

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

【
事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の

氏
名
お
よ
び
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
】

■
名
称　

下
北
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合

■
代
表
者
の
氏
名　

管
理
者　

宮
下
順
一
郎

■
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　

青
森
県
む
つ
市
中
央
一
丁
目
８

番
１
号

【
対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
お

よ
び
規
模
】

■
名
称　

下
北
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業

■
種
類　

一
般
廃
棄
物
処
理
施

設（
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
）

■
規
模　

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚

泥　

日
処
理
量
２
２
０
㎘

【
対
象
事
業
実
施
区
域
】

む
つ
市
大
字
奥
内
字
今
泉
68
番
地
内

【
関
係
地
域
の
範
囲
】

む
つ
市
大
字
奥
内
地
区

【
評
価
書
の
縦
覧
の
場
所
、
期

間
お
よ
び
時
間
】

■
場
所

○
六
ヶ
所
村
役
場　

公
営
企
業

部
門　

上
下
水
道
課

上
北
郡
六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮
字

野
附
４
７
５
番
地

○
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合　

廃
棄
物
処
理
施
設
管
理
課

（
む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー
内
）　　

む
つ
市
大
字
奥
内
字
今
泉
68
番
地 

『
米
寿
祝
金
』
の
支
給

が
始
ま
り
ま
し
た

「
住
宅
火
災
警
報
器
」

は
設
置
済
み
で
す
か

地
域
の
身
近
な
相
談
役

「
民
生
・
児
童
・
主
任

児
童
委
員
」

下
北
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に

伴
う
「
青
森
県
環
境
影

響
評
価
条
例
」
も
基
づ

く
環
境
影
響
評
価
事
後

調
査
結
果
報
告
書
の
縦

覧
に
つ
い
て

東
京
電
力
㈱
東
通
原
子

力
発
電
所
１
・
２
号
機

新
設
に
係
る
事
後
調
査

報
告
書
の
縦
覧
に
つ
い

て

橋
はしもと

本　椿
つばさ

咲（和也）内沼
　田　大

たいき

輝（雅哉）尾駮レイクタウン
浜

はまなか

中　優
ゆの

希（智光）平沼
鳥

とりやべ　　ゆうり

谷部悠里（和真）室ノ久保
戸

とだて

舘　初
はつめ

芽（眞次）埼玉県
小

こいずみ

泉　大
そら

空（大輔）秋田県
小

こいずみ

泉ひなた（英明）千歳平
髙

たかやしき

屋敷　煌
こう

（国明）千歳平

六ヶ所村の人口
（3 月 31 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,938 ＋ 5
女 5,287 － 19
計 11,225 － 14

世帯数 4,433 ＋ 1

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

工藤　大輔（泊）
石久保さなえ（三沢市）

坂井　亮人（むつ市）
諏訪内　南（むつ市）

田巻　紀彦（尾駮レイクタウン）
綿加　裕子（尾駮レイクタウン）

大谷　啓介（尾駮）
吉田　紀子（尾駮）

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
中村　よし　81 才（泊）
髙田とみゑ　74 才（戸鎖）

3 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

野
沢
字
南
通
２
―
３
０
３

東
京
電
力
株
式
会
社
東
通
原
子
力

建
設
準
備
事
務
所
広
報
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
５
（
45
）
７
０
５
２

○
歴
史
散
歩

　

六
ヶ
所
村
内
、
特
に
尾
駮
沼

周
辺
で
は
富
ノ
沢
遺
跡
な
ど
数

多
く
の
貴
重
な
遺
跡
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
登
山
ガ
イ
ド
と

遺
跡
の
場
所
や
登
山
道
の
植
物

な
ど
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
自
分
の
ペ
ー
ス
や
体
調
に

あ
わ
せ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
登

山
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
５
日
土
９
時
郷

土
館
集
合　
　

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

■
場
所　

吹
越
烏
帽
子
岳

■
定
員　

20
人

■
参
加
費　

２
０
０
円
（
参
加

■
期
間　

５
月
17
日
月
～
６
月

16
日
水
（
土
・
日
を
除
く
）

■
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

問
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合　

廃
棄
物
処
理
施
設
管
理
課

☎
０
１
７
５
（
45
）
２
０
１
１

Fax
０
１
７
５
（
26
）
２
１
２
８

E-m
ail　

sm
-haiki@

city.m
utsu.

lg.jp

　

東
京
電
力
株
式
会
社
で
は
、

東
通
原
子
力
発
電
所
１
・
２
号
機

の
新
設
に
係
る
環
境
影
響
評
価

書
に
基
づ
き
、
環
境
保
全
措
置

と
し
て
実
施
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
、
平

成
21
年
度
事
後
調
査
結
果
報
告

書
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

①
縦
覧
期
間
・
時
間

６
月
１
日
火
～
30
日
水

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
土
・
日
も
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時

②
縦
覧
場
所

・
東
京
電
力
株
式
会
社
東
通
原

子
力
建
設
準
備
事
務
所

・
東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施

設
「
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
」

※
６
月
28
日
月
は
、
ト
ン
ト
ゥ

ビ
レ
ッ
ジ
が
休
館
日
の
た
め
、

東
通
原
子
力
建
設
準
備
事
務
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
他

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.tepco.co.jp/

nu/hd-np/index-j.htm
l

問
〒
０
３
９
―
４
２
２
３　

青

森
県
下
北
郡
東
通
村
大
字
小
田

郷
土
館
各
種
講
座
参
加

者
・
農
園
利
用
者
募
集

人
数
に
よ
り
若
干
変
更
あ
り
）

■
持
参
す
る
も
の　

昼
食
・
飲

み
物
な
ど
（
郷
土
館
で
豚
汁
を

用
意
し
ま
す
）

■
対
象　

親
子
・
一
般
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

５
月
20
日
木

○
「
ま
が
り
ん
」
縄
文
農
園
利
用
者

　
「
ま
が
り
ん
」
縄
文
農
園
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
花
、

野
菜
や
果
物
を
栽
培
し
、
自
由

に
自
分
の
農
園
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
現
地
説
明　

５
月
25
日
火

午
後
５
時
30
分
（
郷
土
館
玄
関

前
集
合
）

■
場
所　

竪
穴
住
居
裏
「
ま
が

り
ん
」
縄
文
農
園

■
募
集
区
画　

７
区
画
（
１
区

画
約
１
坪
）

■
使
用
料　

無
料

■
対
象　

村
民

■
申
込
期
限　

５
月
20
日
木

○
陶
芸
教
室
参
加
者
募
集

　

陶
芸
を
気
軽
に
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
世
界
に
一
つ
し
か
な

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
る
楽

し
さ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
４
日
金
・
11
日

金
・
22
日
火
（
３
日
間
コ
ー
ス
）

午
前
の
部
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午

午
後
の
部
：
午
後
６
時
～
８
時

■
場
所　

郷
土
館
（
資
料
整
理

室
）

■
対
象　

一
般

■
募
集
定
員　

午
前
・
午
後
の

部
５
人
ず
つ

■
費
用　

材
料
費
５
０
０
円

■
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン

（
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
）

■
申
込
期
限　

５
月
28
日
金

■
申
込
先　
　

六
ヶ
所
村
立
郷

土
館　

秋
田
・
高
橋

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
７

ひろた
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４
月
17
日
、
出
戸
地
区
で

初
め
て
開
か
れ
た
『
や
さ
い

朝
市
』。
に
ん
じ
ん
、
キ
ャ
ベ

ツ
や
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
荒
巻

鮭
や
イ
カ
生
干
し
な
ど
六
ヶ

所
産
の
野
菜
・
海
産
物
な
ど

が
並
び
、
６
時
の
開
店
時
か

ら
商
品
を
買
い
求
め
る
地
元

の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
「
朝
早
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
思
っ
て
い
た
よ
り
お
客

さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
」

と
販
売
員
の
橋
本
る
り
子
さ

ん
は
笑
顔
で
忙
し
そ
う
に
商

品
を
補
充
す
る
。
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
や
水
菜
を
購
入
し
た
尾

駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
在
住
の
田

巻
紀
彦
さ
ん
・
裕
子
さ
ん
は

「
今
は
野
菜
が
高
い
の
で
、

安
く
て
新
鮮
な
野
菜
は
消
費

者
に
と
っ
て
助
か
り
ま
す
。

他
町
の
産
直
市
場
に
時
々
行

き
ま
す
が
、
こ
こ
に
も
ま
た

来
た
い
」
と
に
っ
こ
り
。

　

朝
市
は
㈱
ベ
ジ
タ
の
里

（
髙
橋
文
雄
社
長
）
が
主
催

し
た
。
道
の
駅
や
産
直
市
場

が
な
い
村
で
は
村
産
食
材
を

購
入
す
る
場
所
が
少
な
く
、

新
鮮
で
お
い
し
い
と
評
判
の

野
菜
や
魚
が
手
に
入
り
に
く

い
。「
せ
っ
か
く
お
い
し
い
も

の
が
六
ヶ
所
に
あ
る
の
に
、

な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
。

今
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
だ
け
ど
、
こ
の
朝
市
が

産
直
へ
の
足
が
か
り
に
な
れ

ば
」
と
髙
橋
社
長
は
話
す
。

　

村
内
の
４
社
が
朝
市
開
設

に
協
力
。
新
鮮
な
根
菜
類
、

葉
物
野
菜
な
ど
村
産
の
22
種

類
の
野
菜
や
、
泊
産
の
タ
コ
、

イ
カ
生
干
し
、
荒
巻
鮭
な
ど

の
海
産
物
に
加
え
、
パ
ン
ジ
ー

な
ど
の
花
も
販
売
。
ま
た
、
地

元
住
民
が
協
力
し
ア
ザ
ミ
な

ど
の
山
菜
や
菊
芋
（
通
称
：
カ

キ
イ
モ
）
な
ど
も
そ
ろ
え
た
。

　
「
み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ

て
朝
市
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
村
内
の
生

産
者
の
皆
さ
ん
と
も
っ
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い

し
、
朝
市
の
出
品
者
も
ど
ん

ど
ん
募
集
し
た
い
」
と
髙
橋

社
長
は
意
欲
的
だ
。
今
後
は

最
低
で
も
月
２
回
は
朝
市
を

開
く
予
定
。季
節
ご
と
野
菜
・

山
菜
や
魚
も
増
え
、
村
な
ら

で
は
の
旬
の
品
ぞ
ろ
え
に
期

待
が
で
き
そ
う
だ
。

　

全
国
で
食
の
安
全
・
安
心

志
向
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
昨

今
、
産
直
：
地
産
地
消
の
取

り
組
み
は
生
産
者
と
消
費
者

の
つ
な
が
り
を
生
む
と
い
わ

れ
る
。
地
産
地
消
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
髙
橋
社
長
は
こ

う
話
す
。「
生
産
者
と
消
費

者
の
距
離
が
縮
ま
る
こ
と

で
、
生
産
者
に
は
良
い
も
の

を
つ
く
る
と
い
う
責
任
が
生

ま
れ
、
消
費
者
は
生
産
過
程

や
そ
の
思
い
を
理
解
す
る
。

互
い
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
で
安
全
・
安
心
の
相
乗
効

果
を
生
み
ま
す
」。
そ
し
て
、

「
地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
農
業
の
プ

ロ
。
地
元
農
産
物
の
消
費
が

増
え
れ
ば
皆
さ
ん
の
力
を

も
っ
と
活
用
で
き
る
」
と
力

を
込
め
る
。

　

一
方
で
、
高
齢
の
農
業
者
に

も
、
軽
量
で
比
較
的
収
穫
の
負

担
が
少
な
い
葉
物
野
菜
の
栽
培

法
を
紹
介
し
た
い
と
話
す
高
橋

社
長
。
ベ
ジ
タ
の
里
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
内
で
栽
培
し
て
い
る

イ
タ
リ
ア
ン
パ
セ
リ
や
わ
さ
び

菜
な
ど
の
野
菜
を
自
由
に
見
て

ほ
し
い
と
話
す
。

　
「
冷
涼
な
気
候
の
六
ヶ
所

で
も
ハ
ウ
ス
な
ど
で
葉
物
栽

培
は
可
能
。
新
た
な
農
業
の

方
法
と
し
て
参
考
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
。
多
様
な
農
業
の

可
能
性
を
次
代
に
つ
な
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

村
の
一
次
産
業
活
性
化
に
向

け
、
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の
輪
。

そ
の
輪
が
よ
り
強
く
、
大
き
く

育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

ベジタの里の収穫風景（4 月 22 日撮影）

朝
市
を
機
に
、
地
産
地
消
の
輪
を
広
げ
た
い

株
式
会
社
　
ベ
ジ
タ
の
里

「
六
ヶ
所
の
食
材
を
、
六
ヶ
所
の
人
へ
」。

仲
間
と
協
力
し
合
い
、
初
め
て
朝
市
を
開
催
。

村
の
一
次
産
業
の
活
性
化
を
願
う
取
り
組
み
の
輪
は
、

着
実
に
広
が
り
始
め
た
。

Hot
Corner

round 20

頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介

野菜を買い求める地元のお客さん
（4 月 17 日やさい朝市で）

 村のスケジュール5 月

新年度が始まり、村内の学校でも入学式が行われました。平沼小学校には７人が入学。大きめのランドセルと黄色の帽子姿のかわいら
しい姿に、周りでは自然に笑みがこぼれました。学校生活への期待に目を輝かせる子どもたちから、元気をいただきました○ 22 年度も
広報を担当することになりました。本年度も住民の皆さんの姿、取り組みをできるだけ取り上げていきたいと思います。取材協力、情
報提供をよろしくお願いします（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

　24 歳、突然、住職に。仏教は「坊さん」だ
けが独占するには、もったいない！ 笑いあ
り涙あり学びあり。大師の言葉とともに贈る
ポップソングみたいな坊さん生活。『ほぼ日
刊イトイ新聞』連載に加筆し単行本化。

ぼくは坊さん

白川　密成著

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

　人間は、考えるアホである。文化的文明人
である筈の現代人がなぜ、簡単に壁を乗り越
えアホの側に行ってしまうのか。「アホの壁」
をめぐり、豊富なエピソードと心理学、文学、
歴史ないまぜでつづる抱腹絶倒の人間論！

アホの壁

筒井　康隆 著

　シュタイナー、モンテッソーリ、フレーベ
ルなど、日本でも注目されている世界の幼児
教育の基本を網羅。北欧の子育てや絵本作家
インタビュー、日本の園事情なども紹介。『月
刊クーヨン』2008 年 9 月号増刊を書籍化。

のびのび子育て　
子どもに受けさせたい
世界の幼児教育

月間クーヨン編集部

　1 枚の写真は「一瞬」を切り取ったもの。
でも、その「一瞬」を並べてみれば、そこに、
流れる「時間」が見えてくる−。生きもの、
草木、風景の一瞬を定期的に撮影した 500 枚
の定点写真を収録。

時間のコレクション
　
飯村茂樹著

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 土
2 日
3 月
4 火
5 水

6 木
スワニー・郷土館・図書館休館日
6 カ月児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター
1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

7 金
カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター
ヨガ教室 14:00 ～、18:00 ～ ス ワ ニ ー

8 土
’10 たのしむべ！フェスティバル 大石総合運動公園
王杯野球大会（9：00 ～）、バレーボール教室（12:30 ～） 大石総合運動公園
ヨガ教室 14:00 ～、18:00 ～ ス ワ ニ ー

9 日
’10 たのしむべ！フェスティバル 大石総合運動公園
六ヶ所村スポ少ミニバス大会 ９:00 ～ 大石総合運動公園

10 月 スワニー・郷土館・図書館休館日 保健相談センター
11 火 結核検診（対象者には個人通知します）
12 水 結核検診（対象者には個人通知します）
13 木 結核検診（対象者には個人通知します）

14 金
結核検診（対象者には個人通知します）
カンガルー教室 < 抱っこ法 > 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

15 土
16 日
17 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

18 火
乳幼児相談 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター
2 歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

19 水
フラダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー
図書館おはなし会〈３～ 6 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

20 木
1 歳児健診 受付  ９:30 ～ 12:00 保健相談センター
4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター
図書館おはなし会〈0 ～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

21 金
カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

22 土 荒川杯争奪野球大会 9：00 ～ 大石総合運動公園
23 日

24 月
スワニー・郷土館・図書館休館日
５歳児発達相談会 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

25 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター
３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

26 水
婦人健診 受付 12:00 ～ 12:45 ス ワ ニ ー
カンガルー教室 < 親子ビクス > 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場 < ベビーマッサージ > 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

27 木 婦人健診 受付 12:00 ～ 12:45 ス ワ ニ ー

28 金
婦人健診 受付 12:00 ～ 12:45 ス ワ ニ ー
ガラス越しの音楽会 2010  21th 対馬文子＆大屋和香　17:30 ～ ス ワ ニ ー

29 土
30 日 スワニー・郷土館・図書館休館日
31 月
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５ 月、桜の香りに包まれる大石総合運動公園の並木道。
木漏れ日がおだやかに道を照らす、心地よい空間が続いています。
ゆっくりと、ゆったりと歩みを進めると、
桜の花を微

かす

かに揺らす、優しい風の音が聞こえてくるようです。

伝えたい、六ヶ所の風景。
桜並木

1_ 村内企業と誘致企業 43 社で構成される鹿六会（附田義美会長）が
植樹したオオヤマザクラ（写真は大石総合運動公園陸上競技場の脇。
昨年撮影）。同会は「六ヶ所村を桜の名所にしよう」と 1994 年から毎年、
村内各地に植樹を続けている　2_「第 17 回鹿六会植樹祭」は 4 月 20
日、地域交流ホームで開かれた。今年は 15 本が植樹され、これまで
の合計は 441 本となった　3_ 鹿六会の会員たち

1

3２

Rokka
sho

広
報

ろ
っ

か
し

ょ




